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学習指導要領の改訂で新 しい静教科の 目博が明記 され,今考えるべき指導の重
点が示 された｡従来の大切に してきた指帝に加え ｢内容面か らの算数的活動のさ
らなる充実｣ ｢黄現力の育成l ｢常用の悪税｣の 3点が新たに重視 された と私は
考える｡
国際学力調査や学力診断の結果にも-Rれている子 どもたちの裸題 を改善できる































































《問牌提示の仕方の工夫》 ｢m 且か らA-｣
卜図のような 1瓜のペッ トボ トルに 10等分






次に ｢同 じよ うな 20+30も説明できる
か｣と尋ね, ｢10のいくつ分｣を尊 く.,2つ
の考えを統合 して ｢ロのい くつ分で考える｣敏
の相対的な見方につなげるD
r口のいくつ分｣ とい うキ- ワー ドがでた後.
｢何 色ずつ入っているか｣と尋ね,0,2+0.3に
尊 く.



















































第 1次 はしたの大きさの表 し方






第 3次 小数のたし舞 ･ひき算
第 1時 小数の加減の恵味理解と計井の仕方
･･本時
第 2時 小数のた し欝の隼節













4年生 110人 ( )内は本実践で公開
するクラスの結果
この結果からも2 (1) ｢活用するための工
夫｣ (2) ｢数直線を使って0 1のいくつ分か考
え脱明｣する算数的活動の工夫が必要だと考え
杏 .









◎ 18のペ ットボ トルに入った2つのジュー
スを提示 し,｢それぞれ何m旦ずつ入っている








ペ ッ トボ トルに入った 2故を実際に世示
T このペ ットボ トルを見てくださいO何がど
のくらい入っていますか｡
(ペ ットボ トルを樫 示)
C オ レンシジュースが少 し｡
C ほんのちょっと｡
T 目盛 りが見えるかな｡
C 目盛 り2つ分です .






T なるほど,ジュースは何 目盛 りまで入 って
いますiJゝー
C 2目櫨 りだから ･I
C 200rn色入ってい lL･3-
T そのir由り｡ このペッ トボ トルには200m且入
っています｡では,こちらu)同 じペ ッ トボ
トルに41何m 且7 -)こい上すかO
(もう一方のペ ットボ トルを鎚示)
C 3目鳩 V)入っているか ら .･ .
C 300m且ですo







T この.氏の計等の仕カーは ･･ ･











































































㊤繰 り上が りや繰 り下が りのある練習間態 を
し,計節の仕方を説明 させ ながら答 え合わせ を
した り,100のいくつ分や10のいくつ分の考えを
もとに0.1のいくつ分 と考えて小数の計井の仕方
を考えた ことを板杏か ら振 り返った り,本時の
まとめとする｡
(練習問題 を した後で)





T 舶初の問題 と違 うところがあるのに気づき
ま したか｡
C この間層は繰 り上が りがあ ります｡








の仕方を.ifかせたが,その中でキー ワー ドと し
て ｢0.1のいくつ分｣ と省いていた子 どもは24名
(63%)だった｡ レディネスチェックの26%
に比べると定帝串 としてはまずまずであると考






えを説明 し合 う活動を取 り入れたことは, どの
子にt)自分の考えを表現す る場を保障 した こと
になると考えると意義ある活動であった｡ この
よ うな活動を繰 り返 し行 った り.説明や発表の




出発点 とした｡ これは前学年まで知織 ･技能を
活用 しているとい うことを実感的に とらえさせ
たかったからである｡本単元の基礎 ･基本であ
る ｢0.1は1を10等分 した1つ分｣ ｢0.5は0.1の 5
つ分｣ とい う知軌を借用 しているとい うことに
ついてはやや弱かったように考える｡今後,前
学年までに身につけた知取 ･技能 と本単元の知
,m ･技能をバ ランスよく活用 し,子 ともたちに
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